
気候変動を踏まえた 

水災害対策のあり方について 

～あらゆる関係者が 

流域全体で行う持続可能な「流域治水」への転換～ 

答申 

令和２年７月 

社会資本整備審議会 
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国土交通省 防災・減災対策本部（第２回） 

議事次第 

令和２年７月６日（月） 

１ ６ ： ０ ０ ～ １ ７ ： ０ ０ 

合 同 庁 舎 ３ 号 館 １ ０ 階 共 用 会 議 室 

１．開会  

２．議事 

（１）令和２年７月豪雨による被災状況等について

（２）防災・減災が主流となる社会の必要性

（３）防災・減災が主流となる社会が目指すもの

（４）総力戦で挑む防災・減災プロジェクト 主要施策

（５）情報発信の取組について

３．閉会

【配布資料】 

資料１－１ 令和２年７月豪雨による被災状況等について 

資料１－２ 防災・減災が主流となる社会の必要性 

資料２ 防災・減災が主流となる社会が目指すもの 

資料３ 総力戦で挑む防災・減災プロジェクト 主要施策 

資料４ 情報発信の取組について 

参考資料１ 災害毎における主な課題と必要な対策 

参考資料２ 総力戦で挑む防災・減災プロジェクトについて 
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主
要
施
策
一
覧

１
．
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
に
よ
り
流
域
全
体
で
行
う
「
流
域
治
水
」
へ
の
転
換

２
．
気
候
変
動
の
影
響
を
反
映
し
た
治
水
計
画
等
へ
の
見
直
し

３
．
防
災
・
減
災
の
た
め
の
す
ま
い
方
や
土
地
利
用
の
推
進

４
．
災
害
発
生
時
に
お
け
る
人
流
・
物
流
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

５
．
交
通
・
物
流
の
機
能
確
保
の
た
め
の
事
前
対
策

６
．
安
全
・
安
心
な
避
難
の
た
め
の
事
前
の
備
え

７
．
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
や
地
域
防
災
力
の
強
化

８
．
新
技
術
の
活
用
に
よ
る
防
災
・
減
災
の
高
度
化
・
迅
速
化

９
．
わ
か
り
や
す
い
情
報
発
信
の
推
進

１
０
．
行
政
・
事
業
者
・
国
民
の
活
動
や
取
組
へ
の
防
災
・
減
災
視
点
の
定
着

9
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・
「
流
域
治
水
」
へ
転
換
し
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
（
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
・
企
業
・
住
民
等
）
に
よ
り
、
地
域
の
特
性

に
応
じ
、
①
氾
濫
を
で
き
る
だ
け
防
ぐ
対
策
、
②
被
害
対
象
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
対
策
、
③
被
害
の
軽
減
・
早
期
復
旧

・
復
興
の
た
め
の
対
策
を
総
合
的
か
つ
多
層
的
に
推
進

【
こ
れ
ら
の
取
組
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
河
川
関
連
法
制
の
見
直
し
な
ど
必
要
な
施
策
を
速
や
か
に
措
置
】

１
．
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
に
よ
り
流
域
全
体
で
行
う
「
流
域
治
水
」
へ
の
転
換

課 題

対 応

○
気
候
変
動
に
よ
る
水
災
害
リ
ス
ク
の
増
大
に
備
え
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
河
川
管
理
者
等
の
取
組
だ
け
で
な
く
、
流
域
に
関
わ
る
関
係
者
が
、

主
体
的
に
取
組
む
社
会
を
構
築
す
る
必
要

○
河
川
・
下
水
道
管
理
者
等
に
よ
る
治
水
に
加
え
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
※
に
よ
り
流
域
全
体
で
行
う
「
流
域
治
水
」
へ
転
換
す
る
※
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
・
企
業
・
住
民
等

・
河
川
・
下
水
道
管
理
者
等
に
よ
る
治
水
に
加
え
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
（
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
・
企
業
・

住
民
等
）
に
よ
り
流
域
全
体
で
行
う
治
水
「
流
域
治
水
」
へ
転
換

・
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
7
水
系
の
「
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
同
様
に
、

全
国
の
一
級
水
系
で
も
、
流
域
全
体
で
早
急
に
実
施
す
べ
き
対
策
の
全
体
像
「
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
示
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
体
の
事
前
防
災
対
策
を
加
速
【
全
国
の
1
級
水
系
を
対
象
に
、
夏
頃

ま
で
に
中
間
と
り
ま
と
め
を
行
い
、
令
和
２
年
度
中
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
策
定
】

・
気
候
変
動
に
よ
る
水
災
害
リ
ス
ク
の
増
大
に

備
え
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
河
川
管
理

者
等
の
取
組
だ
け
で
な
く
、
流
域
に
関
わ
る

関
係
者
が
、
主
体
的
に
取
組
む
社
会
を
構
築

す
る
必
要

・
行
政
が
行
う
防
災
対
策
を
国
民
に
わ
か
り
や

す
く
示
す
こ
と
が
必
要

■
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

②
被
害
対
象
を
減
少
さ
せ
る

①
氾
濫
を
で
き
る
だ
け
防
ぐ

（
氾
濫
水
を
減
ら
す
）
[国
・県
]

「
粘
り
強
い
堤
防
」
を
目
指
し
た
堤
防
強
化
等

（
安
全
に
流
す
）
[国
・県
・市
]

河
床
掘
削
、
砂
防
堰
堤
、
雨
水
排
水
施
設
等
の
整
備

（
た
め
る
）

[国
・県
・市
、
利
水
者
]

利
水
ダ
ム
等
に
お
い
て
貯

留
水
を
事
前
に
放
流
し水

害
対
策
に
活
用

遊
水
地
等
の
整
備
・活
用
[国
・県
・市
]

河
川
区
域

（
避
難
体
制
を
強
化
す
る
）
[国
・県
・市
]

河
川
水
位
等
の
長
期
予
測
の
技
術
開
発
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
浸
水
・決
壊
把
握

（
経
済
被
害
の
最
小
化
）
[企
業
、
住
民
]

工
場
や
建
築
物
の
浸
水
対
策
、
B
C
P
の
策
定

（
住
ま
い
方
の
工
夫
）
[企
業
、
住
民
]

不
動
産
取
引
時
の
水
害
リ
ス
ク
情
報
提
供
、

金
融
の
活
用
等

（
土
地
の
リ
ス
ク
情
報
の
充
実
）
[国
・県
]

水
災
害
リ
ス
ク
情
報
の
空
白
地
帯
解
消
等

（
支
援
体
制
を
充
実
す
る
）
[国
・企
業
]

官
民
連
携
に
よ
る
T
E
C
-
F
O
R
C
E
の
体
制
強
化

（
被
害
範
囲
を
減
ら
す
）
二
線
堤
等
の
整
備
[市
]

（
よ
り
リ
ス
ク
の
低
い
エ
リ
ア
へ
誘
導
）

土
地
利
用
規
制
、
移
転
促
進
、
金
融
に
よ
る

誘
導
の
検
討
等

[市
、
企
業
、
住
民
]

集
水
域

氾
濫
域

（
氾
濫
水
を
早
く
排
除
す
る
）
[国
・県
・市
等
]

排
水
門
等
の
整
備
、
排
水
強
化

（
た
め
る
、
し
み
こ
ま
せ
る
）
[県
・市
、
企
業
、
住
民
]

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
整
備
、

田
ん
ぼ
や
た
め
池
等
の
治
水
利
用

※
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
関
係
施
策
と
併
せ
て
推
進集
水
域

③
被
害
の
軽
減
・早
期
復
旧
・復
興

（
対
策

■
「
流
域
治
水
」
へ
の
転
換

※
県
：都
道
府
県
、
市
：市
町
村
を
示
す

[
]内
は
想
定
さ
れ
る
対
策
実
施
主
体
を
示
す

○
全
国
の
1
級
水
系
に
お
い
て
、
河
川
対
策
、
流
域
対
策
、
ソ
フ
ト
対
策
か
ら

な
る
流
域
治
水
の
全
体
像
を
と
り
ま
と
め
、
国
民
に
わ
か
り
や
す
く
提
示

・
全
国
の
１
級
水
系
（
ダ
ム
が
あ
る
9
9
水
系
）
毎
に
事
前
放
流
等
を
含
む
治
水

協
定
を
締
結
し
、
新
た
な
運
用
を
開
始
【
令
和
2
年
出
水
期
か
ら
】

・
2
級
水
系
に
つ
い
て
も
同
様
の
取
組
を
順
次
展
開

■
利
水
ダ
ム
の
治
水
活
用

■
河
川
対
策

■
流
域
対
策

（
集
水
域
と氾
濫
域
）

■
ソ
フト
対
策

・水
位
計
・監
視
カメ
ラ設
置
、

マイ
・タ
イム
ライ
ン作
成
等

近
年
、
各
河
川
で
発
生
し
た
洪
水
に
対
応

・
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
７
水
系
）

・
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
全
国
の

1級
水
系
に
お
い
て
早
急
に

実
施
す
べ
き
事
前
防
災
対
策
を
加
速
化
）

気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
河
川
整
備
計
画
等
の
見
直
し

・
戦
後
最
大
洪
水
に
対
応
す
る
国
管
理
河
川
の
対
策
の
必
要
性
・
効
果
・
実
施

内
容
※
等
を
ベ
ー
ス
に
、
夏
頃
ま
で
に
関
係
者
が
実
施
す
る
取
組
を
地
域
で

中
間
的
に
と
り
ま
と
め
、
早
急
に
実
施
す
べ
き
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

令
和
2
年
度
中
に
策
定

※
現
行
計
画
で
は
、
国
管
理
河
川
で
約
7
兆
円
の
事
業
を
実
施
中

雨
庭
の
整
備
（
京
都
市
）

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
活
用

自
然
環
境
が
有
す
る
多
様

な
機
能
を
活
用
し
、
雨
水

の
貯
留
・
浸
透
を
促
進

★
戦
後
最
大
（昭
和
X
X
年
）と

同
規
模
の
洪
水
を
安
全
に
流
す

浸
水
範
囲
（昭
和
X
X
年
洪
水
）

★
対
策
費
用

（
今
後
の
水
害
対
策
の
進
め
方
）

１
st

速
や
か
に

気
候
変
動
の
影
響
を
反
映
し
た

抜
本
的
な
治
水
対
策
を
推
進

・
治
水
計
画
の
見
直
し

・
将
来
の
降
雨
量
増
大
に
備
え
た
対
策

2
n
d

【イ
メ
ー
ジ
】

氾
濫
域
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流域治水プロジェクトの推進について

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 

国土交通省 関東地方整備局

【背景】
○令和元年東日本台風をはじめ、平成30年7月豪雨や平成29年九州北部豪雨等、近年
激甚な水害が頻発。

○さらに、今後、気候変動による降雨量の増大や水害の激甚化・頻発化が予測。
○このような水災害リスクの増大に備えるために、河川・下水道等の管理者が主体と
なって行う対策に加え、氾濫域も含めて一つの流域として捉え、その河川流域全体
のあらゆる関係者が協働し、流域全体で水害を軽減させる治水対策、「流域治水」
への転換を進めることが必要。

○流域全体で早急に実施すべき流域治水対策の全体像を「流域治水プロジェクト」と
して策定・公表し、流域治水を計画的に推進。

流域治水協議会の設置

１．流域治水プロジェクトについて

○令和2年7月6日「国土交通省防災・減災対策本部（第2回）」が開催され、総力戦で
挑む防災・減災プロジェクトの主要施策に「あらゆる関係者により流域全体で行う
「流域治水」への転換」が示された。

Administrator
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